
１．はじめに
ヒゲクジラ類は口中にクジラヒゲと呼ばれる構造を

獲得し，これを用いた濾過摂餌（filter feeding）を発

達させている．このような摂餌機構を獲得することで

ヒゲクジラ類は小型のオキアミ類など海洋に豊富に存

在する食料源を効率よく利用している．Fordyce

（１９８０，１９８９）は，濾過摂餌の獲得により，これらの

豊富な食料源を利用することが可能になったことが，

ヒゲクジラ類の出現・放散と密接に関連していること

を示唆している．

現生ヒゲクジラ類では各科の分布は互いに重複する

（Jefferson et al .,１９９３）．一般に同所的に分布する生

物間では異なる生態的地位の利用による棲み分け

（ニッチ分化）がみられる（Schoener,１９７４）．この

ようなニッチ分化はヒゲクジラ類でも観察されてお

り，現生のヒゲクジラ類では餌生物に関連したニッチ

分化が指摘されている（Ballance,２００２）．ところで現

生のヒゲクジラ類では概ねそれぞれのグループごとに

特徴的な摂餌様式の獲得がみられるが（Berta and

Sumich,１９９９など），それらの摂餌様式と主たる餌生

物との間には密接な関連が指摘されている（Nemoto,

１９５９）．したがって，餌生物をなかだちとして摂餌様

式とニッチ分化は互いに関連しているといえる．そこ

で北西太平洋におけるヒゲクジラ類化石について，摂

餌様式を鍵として議論を行う．

所蔵機関の略号：HMN，庄原市立比和自然科学博物

館；MFM，瑞浪市化石博物館；SFMCV，信州新

町化石博物館；SMNH，埼玉県立自然の博物館．

２．現生ヒゲクジラ類の摂餌様式
現生のヒゲクジラ類では大まかに３つの摂餌様式が

観察され，概ね系統ごとに特徴的な摂餌様式がみられ

る（Berta and Sumich,１９９９）．すなわちナガスクジ

ラ類ではのみ込み型（engulfment feeding），セミク

ジラ類では漉きとり型（skim feeding），そしてコク

クジラ類では海底の堆積物より餌生物を漉しとっ

て摂餌する benthic suction feeding（あるいは mud

scooping）である（これらの摂餌様式の詳細について

は Pivornas,１９７９，Berta and Sumich,１９９９など）．こ

のような特徴的な摂餌様式に関連して，それぞれのグ
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ループでは特徴的な派生形質の獲得がみられる．この

ような形質の例として，ナガスクジラ類では腹面に発

達するウネと呼ばれる蛇腹構造や ventral pouch にお

ける非常に伸縮性に富んだ組織の獲得などが挙げられ

る（Sokolov,１９６０）．これらの特徴は，のみ込み型の

摂餌において一度に大量の水塊を口に含む際，そして

口中に含んだ水をクジラヒゲの間から押し出す際に貢

献 し て い る こ と が 指 摘 さ れ て い る（Orton and

Brodie,１９８７）．

ところで，ヒゲクジラ類でみられる濾過摂餌は懸濁

物摂餌（suspension feeding）の一種である．懸濁物

摂餌はヒゲクジラ類以外にも，魚類や両生類，鳥類な

ど様々な生物において観察されている（Sanderson

and Wassersug, １９９３）．Sanderson and Wassersug

（１９９０）は水生生物における懸濁物摂餌は大まかに２

つの摂餌様式，即ち，詰め込み型（ram feeding）と

吸い込み型（suction feeding）に分類されることを示

した．これらの違いは，口中に餌生物を含む水塊を得

る方法の違いに基づいている．詰め込み型とは生物自

身が前方へ移動することで，口中に水塊を得る摂餌様

式である．これに対して，吸い込み型では生物自身の

移動は基本的に重要ではなく，口中の陰圧を利用して吸

い込むことで餌生物を含む水塊を得る摂餌様式である．

これらの摂餌様式はさらに，水塊を口中に含む行為が連

続的（continuous）であるのか断続的（intermittent）

であるのかによってそれぞれ細分される（Sanderson

and Wassersug,１９９０）．

これによると現生ヒゲクジラ類の摂餌様式はナガス

クジラ類が断続詰め込み型，セミクジラ類が連続詰め

込 み 型 に 分 類 さ れ る（Sanderson and Wassersug,

１９９０）．コククジラについては主に底生生物を堆積物

ごとまきあげ，そこから餌生物を漉しとって捕食して

いることから（Berta and Sumich,１９９９），主となる

摂餌では断続吸い込み型であると考えられる．ただ

し，例えばナガスクジラ科のイワシクジラでは連

続詰め込み型の摂餌を行うことが報告されており

（Nemoto,１９５９など），コククジラでは断続吸い込み

型以外にも連続詰め込み型，断続詰め込み型などの

摂餌も観察されている（Sanderson and Wassersug,

１９９３）．

３．日本産ヒゲクジラ類化石の概要と摂餌様式
１）漸新世

機能歯を保有するヒゲクジラ類（エティオケタス

類）と機能歯を持たないヒゲクジラ類がともに報告さ

れている（Barnes et al .,１９９５；Okazaki,１９９５など）．

エティオケタス類の摂餌様式については，現生のカニ

クイアザラシのような機能歯を用いた濾過摂餌の可能

性がこれまでに指摘されているが（Barnes et al .,

１９９５など），詳細な検討は行われていない．また，機

能歯を保有しないヒゲクジラ類は芦屋層群より産出し

ており，Okazaki（１９９５）はこの標本を暫定的にケト

テリウム科とした．この標本は広く平らな吻部をもつ

ことから，クジラヒゲを用いた濾過摂餌を行っていた

ことが示唆されているが（Okazaki,１９９５），詳細な摂

餌機構の検討はなされていない．以上のように，漸新

世の北西太平洋におけるヒゲクジラ類の摂餌様式は現

時点では不明な点が多い．

２）前期～中期中新世
下部～中部中新統からは多様なケトテリウム類が

産出しており，これまで少なくとも４属（Diorocetus,

Isanacetus, Parietobalaena, Pelocetus）が当時の北西太

平洋に分布していたことが示唆されている（大塚・太

田，１９８８；木村ほか，１９９８，２０００b，２００７a ; Kimura

and Ozawa,２００２；吉田ほか，２００３）（図１）．この他

に大塚・太田（１９８８）では備北層群産のケトテリウム

類を Aglaocetus? sp. として報告している．また他にも

属の同定は行われていないが，多くのケトテリウム類

の産出が報告されている（木村ほか，２０００a；２００４

など）．これらのうち木村ほか（２０００a），Kimura

図１ 下部～中部中新統産ケトテリウム類，頭蓋，背面観．
Ａ, Isanacetus laticephalus（MFM２８５０１）;
Ｂ, Parietobalaena sp.（SMNH-VeF-６２）;
Ｃ, Diorocetus chichibuensis（SMNH-VeF-６８）;
Ｄ, Pelocetus sp.（HMN-F００００３）．縮尺は任意．

図２ 岩村層群産ケトテリウム類標本，下顎骨，
外面観（A），背面観（B），内面観（C）．
スケールは５０cm．木村ほか（２０００a）より引用．
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（２００２）では下部中新統岩村層群産ケトテリウム類標

本（図２）の詳細な摂餌機構について検討をしてい

る．これによると岩村層群産標本では現生のナガスク

ジラ類で獲得されている，のみ込み型の摂餌機構と密

接に関連する派生形質を既に獲得していることから，

少なくとも前期中新世末までには北西太平洋において

のみ込み型，即ち断続詰め込み型の摂餌を行うグルー

プが出現していたことが示唆される．その一方で，

Kimura（２００２）は，岩村層群産標本には現生ナガス

クジラ類では獲得されていない独自の派生形質の獲得

もみられることを指摘した．これらの形質は岩村層群

産標本が現生のナガスクジラ類に比べて，摂餌時に下

顎骨を動かすために，より活発な筋肉の運動が必要と

なる効率の悪い原始的なのみ込み型の摂餌であったこ

とを示唆している．

３）後期中新世
上部中新統からはヒゲクジラ類化石の産出は比較的

少ないが，北西太平洋におけるナガスクジラ類の出現

（Hatai et al .,１９６３など）とケトテリウム類の急減，

及び北西太平洋におけるセミクジラ類の出現（松

本，１９３９；徳 永，１９３９；八 木，１９３９，１９４３；木 村 ほ

か，２００７b）によって特徴付けられる．

ナガスクジラ類では摂餌において，活発な筋肉の運

動を必要としない摂餌機構の獲得が指摘されている

（Brodie,１９７７；Orton and Brodie,１９８７；Lambertsen

et al ., １９９５；Bakker et al ., １９９７；Kimura,２００２）．こ

れは前述のように，積極的な筋肉の貢献が必要とされ

る下部中新統岩村層群産のケトテリウム類とは対照的

である．さらに，ナガスクジラ類では下顎骨の湾曲が

発達し，これにより下顎骨の長軸方向の回転におい

て，より大きな口腔容積の変化を産み出すことができ

る（Lambertsen et al .,１９９５）．このことからもケトテ

リウム類に比較して，ナガスクジラ類ではより効率の

良い摂餌で あ っ た こ と が 示 唆 さ れ る（Kimura,

２００２）．したがって，後期中新世におけるナガスクジ

ラ類の出現とケトテリウム類の急減は，断続のみ込み

型の摂餌を行うヒゲクジラ類間において，より効率の

良い摂餌機構を獲得したナガスクジラ類による置き換

わりを示しているのかもしれない．

セミクジラ類化石は長野県の権田累層最下部より報

告されている（木村ほか，２００７b）（図３）．この標本

はセミクジラ類に特徴的な背腹方向に強く湾曲した細

長い吻部を獲得しており，現在のセミクジラ類と同様

の連続詰め込み型の摂餌機構であったことが示唆され

る．

以上より後期中新世の北西太平洋では，断続のみ込

み型に加え連続のみ込み型の摂餌を行うグループが新

たに出現するとともに，断続のみ込み型の摂餌を行う

ヒゲクジラ類間での置き換わりが示唆される．

４）鮮新世
鮮新統からはナガスクジラ類・セミクジラ類が多

く産出するとともに（フカガワクジラ発掘調査団

編，１９８２；いわき市教育 委 員 会，１９８９；Oishi and

Hasegawa,１９９５a, b など），コククジラ類の産出も報

告されている（Ichishima et al .,２００６）．コククジラ類

の産出により，少なくとも鮮新世の北西太平洋におい

て断続詰め込み型，連続詰め込み型及び断続吸い込み

型のヒゲクジラ類が分布するという現在と同じ生態的

な枠組みが成立したことが示唆される．またケトテリ

ウム類では Herpetocetus 属が卓越して産出している

（長 谷 川 ほ か，１９８５； 大 石 ，１９８７； Oishi and

Hasegawa,１９９５a, b）．ただしケトテリウム類は鮮新

世末までには絶滅する．

ところで，この時代の日本産ケトテリウム類におい

図４ コククジラ及び狭義のケトテリウム類（Herpetocetus）
の下顎骨，内面観．A, Eschrichtium robustus；
B, Herpetocetus scaldiensis（Van Beneden,１８８２より引
用）．縮尺は任意．

図３ 権田累層産セミクジラ類，Eubalaena shinshuensis
（SFMCV-００２４），頭蓋．A，背面観；B，側面観．
スケールは１m．木村ほか（２００７b）より引用．
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て卓越する Herpetocetus 属は，下顎角が非常に強く後

方に突出するという特徴的な派生形質を獲得しており

（図４B），Bouetel（２００５）ではこのような特徴は狭

義のケトテリウム類に共通する派生形質であることを

指摘している．このような狭義のケトテリウム類の特

徴とされる形態は下顎角周辺に付着する筋の発達及び

筋長の増大とともに，それらのモーメントアームの増

大を示唆している．したがってこのような特徴は，狭

義のケトテリウム類では積極的な下顎骨の上下運動を

行っていたことを示唆していると考えられる．現生の

ヒゲクジラ類では，主に断続吸い込み型摂餌を行うコ

ククジラにおいて，突出の程度は異なるが下顎角が関

節突起よりも後方に突出するという類似の形態がみ

られる（図４A）．またクジラ類以外の懸濁物摂餌

を行う脊椎動物における類似の形態としては，連続

吸い込み型摂餌を行うカモ類において関節後突起

（retroarticular process）が強く発達するという特徴が

みられる（Zweers,１９７４；Sanderson and Wassersug,

１９９３）．カモ類では舌の前後方向の動きに加え，素早

く連続して口を開閉することで餌生物を含む水塊を口

中に得ており，この開閉運動において関節後突起は重

要な役割を担っている（Olson and Feduccia,１９８０；

Sanderson and Wassersug,１９９３）．狭義のケトテリウ

ム類で示唆された積極的な下顎骨の運動は，このよう

な吸い込み型の摂餌における運動と関連しているのか

もしれない．これらのことから，今後の詳細な検討が

必要ではあるが，下顎角の突出は吸い込み型の摂餌機

構との関連が示唆される．したがって鮮新世における

狭義のケトテリウム類の絶滅とコククジラ類の出現

は，吸い込み型の摂餌機構を行うヒゲクジラ類におけ

る置き換わりを示している可能性がある．

以上のように摂餌機構を鍵として北西太平洋におけ

るヒゲクジラ類化石動物相について概観すると，少な

くとも前期中新世末までには断続詰め込み型摂餌のグ

ループが出現し，後期中新世には連続詰め込み型摂餌

及び断続詰め込み型摂餌の両方がみられる．また後期

中新世では断続詰め込み型摂餌のヒゲクジラ類間での

置き換わりが示唆される．さらに鮮新世において，現

在と同じヒゲクジラ類の生態的な枠組みが成立してい

たことが示唆されるとともに，鮮新世では類似した吸

い込み型の摂餌を行うヒゲクジラ類間での置き換わり

が示唆される．
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